
鹿
ノ
台
川
柳
教
室 

 

九
月
十
九
日
（
月
） 

 
 
 
 

 

 
仲
間
（
連
記
）  

 
 

 
 

 
 

奥
村 

義
雄
選 

フ
レ
ン
ド
と
言
っ
て
メ
ロ
ス
は
走
り
出
す 

 
 

正 

清 

寂
し
く
て
ネ
ッ
ト
の
中
で
群
れ
て
い
る 

 
 
 

よ
う
子 

仲
間
た
ち
い
つ
の
間
に
や
ら
古
希
を
こ
え 

 
 

え
い
じ 

幸
せ
を
口
に
出
せ
な
い
ク
ラ
ス
会 

 
 
 
 
 

英 

二 

少
年
は
親
よ
り
仲
間
上
に
置
き 

 
 
 
 
 
 

ミ
ノ
ル 

山
が
好
き
ビ
ー
ル
が
好
き
で
人
が
好
き 

 
 
 

広 

子 

同
期
生
い
つ
の
間
に
や
ら
上
司
部
下 

 
 
 
 

登 

美 

紅
一
点
美
し
過
ぎ
て
仲
間
割
れ 

 
 
 
 
 
 

ア
キ
ラ 

仲
間
割
れ
恐
れ
ず
と
っ
た
都
知
事
の
座 

 
 
 

乃
り
子 

リ
ッ
チ
ぶ
り
隠
さ
ず
仲
間
は
ず
れ
で
す 

 
 
 

千 

楽 

吸
収
合
併
き
の
う
の
敵
へ
仲
間
入
り 

 
 
 

 

勝 

利 

気
が
つ
け
ば
序
列
が
で
き
た
仲
間
う
ち 

 
 
 

義 

尚 

○秀
草
笛
が
吹
け
て
仲
間
に
し
て
も
ら
う 

 
 
 

良 

一 

○軸 

あ
と
一
人
欠
け
た
ら
も
た
ぬ
老
い
の
会 

 
 

義 

雄 
 

 

 



自
由
吟
（
共
選
）  

 
 

 
 

勝
部 

乃
り
子
選 

 

酔
芙
蓉
昼
に
は
酔
っ
て
朱
く
な
る 

 
 
 
 
 

え
い
じ 

京
匠
世
界
に
誇
る
迎
賓
館 

 
 
 
 
 
 
 
 

登 

美 

職
業
を
無
職
と
書
い
て
葉
書
出
す 

 
 
 
 
 

英 

二 

見
た
く
な
い
モ
ノ
ま
で
見
え
た
目
の
手
術 

 
 

千 

楽 

長
時
間
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
が
終
わ
ら
な
い 

 
 

正 

清 

孤
独
死
の
部
屋
に
置
か
れ
た
椅
子
二
脚 

 
 

義 

雄 

隠
居
で
す
恐
れ
多
く
も
定
年
で 

 
 
 
 
 

ア
キ
ラ 

バ
ッ
サ
リ
と
百
合
子
大
ナ
タ
伏
魔
殿 

 
 
 

千 

楽 

Ａ
Ｉ
で
⒑
年
後
人
何
す
る
の 

 
 
 
 
 
 

義 
尚 

凹
面
鏡
デ
フ
ォ
ル
メ
し
て
る
脳
の
中 

 
 
 

正 

清 

差
し
出
す
手
介
護
に
あ
ら
ず
エ
ス
コ
ー
ト 

 

広 

子 

引
き
継
ぎ
も
で
き
な
い
ま
ま
に
秋
と
な
る 

 

よ
う
子 

○秀
踏
ま
れ
て
も
頭
も
た
げ
る
麦
に
な
る 

 
 

良 

一 

○軸
秋
の
虫
一
等
席
で
コ
ン
チ
ェ
ル
ト 

 
 
 

乃
り
子 

  



自
由
吟
（
共
選
） 

 
 

 
 

笹
倉 

良
一
選 

差
し
出
す
手
介
護
に
あ
ら
ず
エ
ス
コ
ー
ト 

 

広 

子 

飼
い
犬
は
家
族
の
順
位
言
っ
て
い
る 

 
 
 

勝 

利 

隠
居
で
す
恐
れ
多
く
も
定
年
で 

 
 
 
 
 

ア
キ
ラ 

や
る
わ
よ
と
五
輪
・
豊
洲
で
小
池
さ
ん 

 
 

義 

尚 

秋
の
虫
一
等
席
で
コ
ン
チ
ェ
ル
ト 

 
 
 
 

乃
り
子 

ほ
の
ぼ
の
と
大
助
花
子
原
画
展 

 
 
 
 
 

よ
う
子 

伏
魔
殿
恐
れ
知
ら
ず
の
小
池
知
事 

 
 
 
 

乃
り
子 

見
た
く
な
い
モ
ノ
ま
で
見
え
た
目
の
手
術 

 

千 

楽 

凹
面
鏡
デ
フ
ォ
ル
メ
し
て
る
脳
の
中 

 
 
 

正 

清 

孤
独
死
の
部
屋
に
置
か
れ
た
椅
子
二
脚 

 
 

義 
雄 

富
山
に
も
議
員
に
つ
け
る
薬
な
し 

 
 
 
 

英 

二 

○秀 

後
悔
に
肩
を
組
ま
れ
て
重
い
足 

 
 
 

 

義 

雄 

○軸
踏
ま
れ
て
も
頭
も
た
げ
る
麦
と
な
る 

 
 
 

良 

一 

 

歩
く
（
互
選
） 

②
蟹
だ
け
は
ド
ラ
マ
あ
る
の
か
横
歩
き 

 
 
 

よ
う
子 

 

ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
し
て
い
る
よ
う
な
犬
の
顔 

 

英 

二 



 

百
近
し
赤
子
に
か
え
る
歩
み
幅 

 
 
 
 
 

登 

美 

 
歩
く
目
は
い
つ
も
キ
ラ
キ
ラ
好
奇
心 

 
 
 

広 

子 

 

他
人
よ
り
一
歩
前
出
り
ゃ
袖
を
引
く 

 
 
 

勝 

利 

③
燃
え
る
も
の
見
つ
け
て
ペ
ン
が
走
り
出
す 

 

よ
う
子 

 

歩
き
出
す
地
球
一
周
と
い
う
目
安 

 
 
 
 

正 

清 

 

ス
ピ
ー
ド
は
犬
が
決
め
て
る
散
歩
道 

 
 
 

ミ
ノ
ル 

④
考
え
る
前
に
と
も
角
歩
き
出
す 

 
 
 
 
 

ミ
ノ
ル 

 

歩
く
こ
と
や
け
に
楽
し
い
今
日
の
友 

 
 
 

え
い
じ 

⑤
母
に
手
を
引
か
れ
歩
い
た
焼
野
原 

 
 
 
 

勝 

利 

 

出
世
コ
ー
ス
ま
さ
か
の
坂
が
待
っ
て
い
た 

 

千 

楽 

 

裏
街
道
歩
き
疲
れ
た
サ
ン
グ
ラ
ス 

 
 
 
 

義 

雄 

⑥
歩
行
者
が
車
に
手
挙
げ
頭
下
げ 

 
 
 
 
 

乃
り
子 

 

着
実
な
歩
み
で
す
ね
と
嫌
な
ヤ
ツ 

 
 
 
 

ア
キ
ラ 

 

万
歩
計
買
っ
た
そ
の
日
は
遠
回
り 

 
 
 
 

英 

二 

⑦
猛
妻
が
自
立
へ
の
道
歩
ま
せ
る 

 
 
 
 
 

ア
キ
ラ 

   



＊
互
選
ト
ッ
プ
二
回
目
と
い
う
「
猛
妻
…
」
の
ア
キ
ラ
さ
ん
。

英
二
さ
ん
も
上
位
に
食
い
込
み
、
朝
日
新
聞
奈
良
版
で
健
闘
す
る

顔
ぶ
れ
が
大
活
躍
。
参
戦
二
回
目
の
義
尚
さ
ん
も
気
を
吐
い
た
。 

た
だ
「
猛
妻
」
は
普
通
の
国
語
辞
典
に
は
見
え
な
い
、
と
話
題

に
な
っ
た
。
パ
ソ
コ
ン
で
見
る
と
、
落
合
、
野
村
と
い
っ
た
野
球

選
手
は
じ
め
、
最
近
で
は
キ
ム
タ
ク
と
い
っ
た
面
々
に
は
「
猛
妻
」

が
つ
い
て
い
る
、
と
か
。 

休
日
の
た
め
出
席
十
二
、
投
句
二
と
参
加
は
少
数
精
鋭
だ
っ
た
。

＊  
 

 

次
回
は
十
月
十
七
日
午
後
一
時
か
ら
、
西
集
会
所
で
。
お
題
は

「
息
」
と
「
抜
け
る
」、
そ
れ
に
自
由
吟
。
各
２
句
。「
息
」
は
連

記
用
で
短
冊
に
２
句
と
も
書
く
。
自
由
吟
（
選
者
２
人
の
共
選
）

は
２
部
を
提
出
。
問
合
せ 

五
十
嵐 

修
７
９
・
０
７
５
１
、
原

広
子
７
９
・
０
０
６
１
） 

 
 

 


